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諭鶴羽山山頂（四月春例大祭）
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ア

カ

ガ
シ

の

森

（兵
庫
県
指
定

　

　

天
然

記
念
物
）

議
．

SIZENTAIKE蟹騨鰍鷹糊・

、
一
知．

㌣彫覧

ゆ
㌧
を
　
　
暫

＼

　

　

、

．

→V

つ

．子杉

耳を澄ませば森からの声が…

自然学校・キヤンプ

ヤマボウシ

ユズルハジャスミン〔シタキソウ）　諭鶴羽山登山

環境体験作品づくり
（森．からのプレゼント）

オンツツジ

ヒメシャラ

子ども会行事

一繹・エコトイレ
僑度浄化処理水洗トイレ）

紅山荘（ゆずりは山荘）

（活動の拠点に）

難疑‘‘♂一

山ぽう1の広場
（芝生広場）

活
動
応
援
・

施
設
案
内

　
諭
鶴
羽
古
道
を

守
る

会
で
は
、

諭
鶴
羽
山

登
山
、

野
外
活
動
や
体

験
活
動
の
応

援
も
し

て

い
ま
す
。



諭
鶴
羽
古

三
原

平
野

　　　　　　　　道

（南
あ

わ
じ
市

指
定
文
化
財

　

沼
島

諭鶴羽ダム牛内ダム

￥

　　　　螺所．／

糊熱羽神．

歳驚里蜘　　　　　　，　　　　～
　　　　　　お　　　　　　　り
　　　　　　｛　1

鳴門海峡と夕日

信
仰
の
道
、

修
行
の

道

　　　　　
そ
嵐
て
、

癒
隻

の

道

表
参
道

＋

八
町

臓

　
　
　
棚

　
　
　
柴

UOD

゜灘黒岩水イ塒　　　一
、づ一～㌃一一～一 　　　　灘黒岩水仙郷

　み　レ
UHAKO

　　　　　　　　　　　　　’圏

一r繍ぐ国衛・福良・西淡・三原IC

RUZUY

大自然にゆだねて…もバ3も身
行場の滝

諭
鶴
羽

修
験
道
由

縁

①
五
大
修
験

　
「

西
天
竺

の
霊
神
が
第
十
代
崇
神
天
皇

の
御

代
に

五
つ
の
剣
を

東
に
向

か

っ

て
投
げ
ら
れ

『我
が
縁
の
あ
る

地
に

留
ま

れ
』

と

誓
い
た
も
う
た
。

一は
、

紀

伊
国
、

熊
野
三
山

に

一は
、

下
野
国
、

日

光
山
に

一は
、

出

羽
国
、

羽
黒
山

に

一は
、

豊
前
国
、

彦
山
に

一は
、

淡
路
国
、

諭
鶴
羽
山
に

　
　
　
留
ま
っ

た
と

伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

②
元
熊
野

　
熊
野
権

現
御
垂
　
縁
起
に
よ

る
と
甲
寅
の

年
、

唐
の

天
台
山
の

霊
神
が

九
州
築

紫
国
、

英

彦
山
の

峰
に
ご

降
臨
さ
れ
、

戌

午
の
年
、

伊
予

国
、

石
鎚
の
峰
に

渡
ら
れ
、

甲

子
の
年
、

淡
路
国
、

諭
鶴
羽
の
峰
に

渡
ら

れ
た
、

後
、

庚
午
の
年
、

熊

野
新
宮
、

神
蔵
の
峰
に

渡
ら

れ
た
…
と

伝
え
ら

れ
て

い
ま
す
。

多
宝

塔
影

板
碑

（南
あ

わ
セ
市

指
定
文
化
財
）

奥
宮
十

二
所
神
社

青
銅
製
の
ご

神
体
に
背

銘
「

当
山
、

十

二
所
権
現
、

作
奉
美

作

住
人
」
と

記
さ

れ
て

い
ま
す
。

建
武

元
年
銘

　
　
　
在
銘

町
石

　
在
銘
町

石
と

し

て

は
、

兵
庫
県
下
最
古
、

全
国
9

番
目

の

古
さ

を

誇
り
ま
す
。



誰
で
も

参
加
で
き
る

　　　　　行
事
案
内

初
詣
で

も

ち

焼
き

行
事

　
　
　
　
　
お

正
月

三
が
日

　
淡

路

で

は

お

正
月
、

高
山

参
り

の

風
習
が
あ
り
、

高
山

で
お

餅
を

焼

い
て

食
べ
る
と

一
年
間

無
病
息
災
の

言

い
伝

え

が

あ
り
ま
す
。

諭
鶴
羽
山

は

そ

の

代

表
格
。

境
内

の
タ

ブ

の

森
で
は
、

古

木

で

お

餅

を

焼
く

参

拝
者
で

い

っ

ぱ

い

に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、

ご

来
光
を

遙

拝
す

る

適
地
で
も
あ
り
、

山

頂
や

平
和

祈
念

塔

で
は
、

ご

来

光

の

時
刻
に

な
る
と
初
詣
客
で

賑
わ

い
ま
す
。

淡

路
島

最
高

峰
の

諭
鶴
羽
山

か
ら

拝
む

朝

日

は

す
ば
ら
し
い
。

採
燈
大
護
摩

供
法

要

　

　

　

　

　

　

三
月

下
旬
頃

　

諭

鶴

羽
山
は
、

五
大

修

験

の
聖
地
と

し

て

古
く

よ
り
信

仰
を

集
め

て
き

ま
し
た
。

し

か
し
、

戦
国

時

代

の
度

重
な

る

焼
き

討
ち
、

再
興
を

試
み

る
も
か
な

わ
ず
、

さ
ら
に
、

明

治
初

年

の

神

仏
分
離
、

廃
仏

段
釈
な
ど
は

修
験
道
衰
退
に

拍

車
を

か
け
、

と
う

と
う
諭

鶴
羽
山

で

の

修
験
道
は
消

滅

し

ま
し
た
。

　

平

成

二
十
年
、

行
者

山
田

智

泉
氏
の

諭

鶴
羽

修
験
復

興

　
へ
の

志
に

共
鳴

す
る

行
者
達

集
ま
り
、

修

験
道
を

復

活
さ

せ
ま
し
た
。

諭
鶴
羽

神
社
の

こ

祭
神

　
　
『

国

生

み

神
話
』
で

知
ら

れ

た

伊
笄

冊
尊
さ
ま
を

主

神

　

に

そ

の

御
子
、

速
玉
之
男
命
・
、

事

解
之
男

命
の

三
柱
の

神

　

様
を

お

祀
り
さ

れ

て

い
ま
す
。

春
例
大

祭
四
月

第

二
土
曜
日

　

諭
鶴
羽

神
社
春
例
大
祭
で

は
、

御
旅
所
で
も

あ
る

諭
鶴

羽
山

山

頂
に

お

み
こ

し

が
あ

が
り

ま
す
。

白

装
束

の

氏

子

達
に

か

つ
が
れ
、

諭

鶴
羽
山

の

森
の

中
を

渡
御
し

て

い
く

様

子
は

神
々

し

い
。

山

頂

で

は

巫
女
が

舞
を

ま
っ

て

神
様

を

称
え
、

淡
路

の

発
展
を

祈

願
し

ま
す
。

　

ま
た
、

こ

の

春
例

大
祭
は
、

そ

の
年
に

生
ま

れ
た

赤
ち
ゃ

ん

や
新

し
く
氏

子
に

仲
間

入

り

さ

れ
た

方
々
を
神
様
に

報

告
す
る

初
宮

参
り

の

神
事
で

も

あ
り
ま
す
。

山

開
き

登
山

秋
新
嘗

祭

　

　

　

　

　
十

一
月

下
旬
頃

　

本
格
的
な

登

山
シ
ー
ズ

ン

を

迎

え
る
に

あ

た
り
、

修
験

の
道
で

あ
る
諭
鶴
羽
古

道
の

清
掃
、

整
備
を

行
い
、

そ

の
後
、

十

一
月
下
旬
頃
を

選
ん

で
山

開
き

登

山
を

行

い
ま
す
。

諭

鶴
羽
山

の

登
山

シ
ー

ズ

ン
は
、

秋

か
ら
冬
、

そ

し

て

春
に

か

け

て

で
す
。

　
こ
の
日
、

シ

ー

ズ

ン

中

の

安

全
祈
願
祭
と

新
嘗

祭

の

神

事
が

行

わ

れ
ま
す
。

シ
ー

ズ

ン

中

に
は
、

全
国

か
ら

三
千

人
以
上

の

人
た

ち

が
こ

の

諭

鶴
羽
古
道
を

登
山
し
ま
す
。

温泉施設昼食・見学

／　．．塑

アクセス

さんゆ～館
（登山のあとは温泉で）

♂0799－43－3939

灘黒岩水仙郷
（500万本の日本水仙）

’0799－56－0720

水仙郷開園時のみ営業

タクシー30分

535ロ線

タクシー

　　7AX■

畠
なるとタクシー
（諭鶴羽山に詳しい）

’0799－52－0298

薗0120－42－0395

宿泊・昼食

　　　鼓
！／7　態
サイクリングターミナル
ゆずるは荘（登山の拠点に）

’0799－42－5310

一
・ 諭鶴羽古道を守る会響藩齎魏親灘禦）

　　　　　　TEL．0799－56－0315　携帯．090－3990－5334　E－mail：yuzuruha＠f4dion．nejp

（本案内は、兵庫県の地域づくり活動応援事業の助成を受けて作成【ております。）1諭鶴羽神社ご案内　　璽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※画像・文章の無断転載は禁止します。

で車お

諭稿羽山での活動
登山・キャンプ・野外活動等）

　を応援匙ます。


